
初期消火 
 
　去る7月の参院選で参政党が大躍進しました。現在、参議院で15議席、衆議院で3
議席、合計18議席です。同党が「創憲」と称して作成した憲法草案を見ると、君主制
復活、正規軍保持、国民の国防義務(徴兵)を明記し、現憲法の基本的人権、戦争放
棄の項目を抹消していて、危険極まりない政党であることが判ります。戦争を火事に
喩えると、これはもう「きな臭い」とか「煙が見える」の段階を越えて「小火(ぼや)」と称
しても良いと思います。一旦、外国との武力衝突が起きてしまったら本格的な「火事
(戦争)」であって、なかなか消火(停戦)を自国だけで達成するのは困難になります。戦
争を防ぐには火事の場合と同様に初期消火が大事です。小火のうちならば自国の力
だけで消すことが可能です。どうすれば良いでしょうか。難しくはありません。即ち、
日々の日常会話の中で「参政党が勢力を伸ばせば伸ばすほど、戦争に巻き込まれる
可能性が高くなる」という声を上げ続ければ良いのです。自分の心中で「これは危険
だな」とただ思っているだけではだめです。身体を使って他の人に聞こえるように声を
上げねば「初期消火」はできません。(小倉志郎) 


